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内容報告 
1. 発表の概要 

WPATH (World Professional Association for Transgender Health) 28th Scientific Symposium に
て，「トランスジェンダー（生まれた時に割り当てられた性別と自認する性が異なる人々）の性自認に
よる臨床的特徴の違い」に関するポスター発表を行った。WPATH はトランスジェンダーの健康に関
する研究，教育等のための国際的な専門職組織であるため，そこで幅広い観点からの意見や知見を取
り入れることが本発表の目的であった。 

今回発表した研究は，⑴性別違和感をもって精神科クリニックを受診した患者の性自認による性的
指向分布の違いを明らかにすること，⑵性自認と性的指向の組み合わせによる臨床的特徴（性別違和
感の強さ，QOL の程度，自閉傾向）の違いを明らかにすることを目的としており，2009 年に実施し
た質問紙調査のデータを解析した。本研究によって得られた知見は，性別違和を有する患者の臨床像
の理解に繋がり，臨床実践や将来の研究に重要な影響を与えると考えられる。 
 
2. 学会参加によって得られた成果 

本発表を通して，多くの研究者と豊かなコミュニケーションをとり，貴重な意見をいただくことが
できた。今回の発表内容に関連した共同研究の話も生まれ，現在実現に向けて準備を進めている。 

本学会はアプリケーションを用いており，コミュニティ機能やチャット機能を通して参加者同士の
交流が盛んに行われていた。私も PhD の学生やアジア研究者のコミュニティに参加することができ，
今後の活動への良い刺激となった。国際学会への参加は，世界中の研究者と繋がることができる大変
貴重な機会であることを実感した。 
 
3. 今後の展望 

今回発表した研究成果は博士論文における１つの章とし，また国際的な学会誌「Psychology of 
Sexual Orientation and Gender Diversity」に投稿する予定である。 

近年 LGBTQ＋に対する社会的関心は高まっており，また医学的知見の更新とともに性別違和感に
対する診断は変遷している。このような変化の中で，性別違和感を有する人々の臨床像は変化してい
る可能性が考えられるため，本研究は 2009 年のデータを解析したものであるが，今後は臨床的特徴
の年代比較やトランスジェンダー内での多様性に留意した研究を行う予定である。 
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指導教員のコメント 
 
本研究発表は、トランスジェンダーの臨床的特徴に関する重要な知見を提供しており、高く評価でき
ます。WPATH という国際的な場での発表は、貴重な経験となったことでしょう。研究内容は性別違
和感を持つ患者の理解に貢献し、臨床実践に影響を与える可能性があります。 
学会参加を通じて得られた人脈や共同研究の機会は、今後の研究活動に大きな刺激となるでしょう。
国際誌への投稿計画も評価に値します。 
今後の展望として、最新のデータを用いた年代比較やトランスジェンダー内の多様性に注目した研究
は非常に興味深いテーマです。社会的変化や医学的知見の更新を踏まえた継続的な研究を期待してい
ます。 
 

（基幹研究院人間科学系 教授 石丸径一郎） 
 


